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表紙のことば 口腔癌において、頸部リンパ節への転移の有無は患者の予後因子として非常
に重要であることが知られています。当教室ではこの転移メカニズムを解析
するために GFP を用いた口腔癌頸部リンパ節転移モデルを用いて研究を行
っています（写真、右下）。この動物モデルから得られた検体（写真、上）
や実際の臨床検体（写真、左下）を用いて、新たな治療標的となりうる因子
を同定し、新規治療の開発を目指しています。 （口腔外科学第二教室）
